
 
 

  ［第６８７回 ラジオ大阪番組審議会議事録］ 
 
１．開 催 日 時   令和８年５月１３日（水） 午後 2 時 00 分～3 時 00 分 
 
２．開 催 場 所   ラジオ大阪 大会議室 
 
３．委 員 の 出 欠   委員の総数    5 名 
 
            出席の総数    5 名 
       

出席委員の氏名   成 瀬 國 晴  河 内 厚 郎 
鎌 田 雅 子  岸 本 佳 子 
鳴 海   勝（書面参加） 
   

   
放送事業者側出席者の氏名 

                    上 野 慶 子  志 知 直 哉 
                    横 井 宏 司              
       
４． 議   題 

 
 

１） 番組審議 『松井一郎のラジオ大大阪、いっちゃんえぇやん！』 

 

２） その他 

 

５．議 事 の 概 要   
   
   議題１）『松井一郎のラジオ大大阪、いっちゃんえぇやん！』について、番組の企

画意図と内容を説明し、審議に入った。 
 

社 側 
 
 
 
 
 
 

前大阪府知事の松井一郎氏が「ご意見番」として、大阪のさらなる発展と

未来を語るラジオ番組です。大阪・関西万博閉幕から 3日後の 2025年 10月

16日に週 1回（毎週木曜）の放送としてスタートし、同年 11月 17日からは

月曜から木曜までの週 4回へと拡大、週末には 4回分の放送を再編集した 60 

分の総集編『今週のいっちゃんえぇやん！』もお届けしています。昨今の大

阪は停滞ムードから脱却し、ヒト・モノ・カネが集中。インバウンド効果も

相まって経済が活性化し、全国有数の「地方創生」のモデルケースとなって
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います。こうした発展の背景には、大阪府・大阪市が積み重ねてきた改革の

プロセスがありました。今後の大阪はどうあるべきか。それを語るに最もふ

さわしい方、府知事・市長を歴任し国政政党の代表も務めた松井氏をお招き

しました。番組では、松井氏にご自身の経験も踏まえて、特別区設置や副首

都構想、IR（統合型リゾート）といった大阪の重要課題から国政に至るまで

語っていただいています。聞き手は、わかりやすい解説に定評のある元産経

新聞編集長、安本寿久氏が務めています。今回は、2026年 4月 23日（木）、

および 4月 27日（月）から 30日（木）に放送された計 5回分について、ご

審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

政治を扱う番組はバランスが難しいが、松井氏は維新出身でありながら、

現在の維新にも時には辛口の評価を交え、特定の政党に偏ることなく話をさ

れていた点に好感を持った。番組では、大阪 IR、地方選挙、都構想、大阪

府議会の定数削減、副首都構想など、大阪にとって関心の高いテーマが取り

上げられていたが、どのテーマも松井氏独自の視点と分析で語られており、

「なるほど」と感じる学びが多かった。総じて、政治を松井氏独自の視点で

分析し、わかりやすく解説する非常に魅力ある番組であると感じた。 

 

すべてを聞いて感じたのは、松井さんの話が非常にわかりやすいというこ

とだ。副首都構想、IR、府議削減案などのニュースは、新聞など活字媒体で

伝えるときには、どうやってわかりやすく伝えようかと頭を悩ませるのだ

が、松井さんは自身の経験を踏まえ、平易な言葉で解説していた。オープニ

ングの〝つかみ〟の部分で、近況報告や内輪話を展開することもなく、いき

なり本題に切り込むという構成も、すっきりしていて、この番組にはふさわ

しいと感じた。 

 

松井さんは特定の政治団体の代表の経験もあり、いまだ影響力のある方だ。

番組では他政党の政治家の個人名を出して批判的な意見もあり、別の意見や

反対意見も聞かれないまま一方的に進んでいくのが気になった。聞き手の元

産経新聞の安本さんには、時には別の立場で違った角度から話を切り込んで

ほしい。公共性の高い電波を使う以上、特定の考え方に共感するリスナーだ

けでなく様々な意見を大切にして、ラジオ大阪には幅広いリスナーに親しま

れる放送局であってほしい。 

 

最初は夢物語のようだった IR構想を、あらためて解説してもらったこと

で、IR 基本法が出来るまでの諸事情が呑み込めた。「IRで儲けて福祉にま

わす」という維新の戦略も理解できた。高市圧勝に終わった衆議院選は野党

の政策が見えてこなかったことが第一の原因で、「有権者は消去法で選んで

いる」という分析は成程と思わされた。全体として維新寄りのトークになる
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のは構わないが、聞き手の安本さんには、維新にとり耳の痛いところにも突

いてくれればと思った。 

 

 大阪商人を表す言葉として、言葉は悪いが「汚のう稼いで、きれいに使え」

というのがある。IR 構想にも触れていたが、「IRで稼いで福祉に使う」、

これは大阪商人と一緒で面白い発想だ。これでわかるように、松井さんの言

葉はわかりやすい。大阪人として、わかりやすいというのは非常に大事なこ

とで、結果的にこれは成功している。平松大阪府知事時代からの話を改めて

聞いて「そうだったのか。」と思い出すこともあり、松井さんしか話せない

ことを聞くことができてよかった。 

 

貴重なご意見、ありがとうございました。    

         

以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

６．審議会の答申又は改善意見に対してとった措置および年月日  
    な  し 
 

７．審議会の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容・方法及び年月日 
 ・「番組審議会だより」  （第６８７回ラジオ大阪番組審議会議事録の要約） 

「ラジオ大阪番組審議会レポート」 内で放送 
   放送日  令和８年６月２１日（日）６時１０分～６時１５分 
  ・ 「番組審議会だより」   （第６８７回ラジオ大阪番組審議会議事録） 
      ラジオ大阪ホームページ（http://www.obc1314.co.jp）に掲載 
  ・ 番組審議会の議事録の原本は事務局立ち会いのもと閲覧に応じる。 
 
８．その他の参考事項 
       訂正放送または取り消しの放送の請求及び請求に対しての措置が無い旨を報告。 
 

以上 




